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〇ミッションステートメント（私たちの使命） 

～見逃されてきた課題に向き合い、共に安心と未来を創造する～ 

 

①＜中間組織としての役割＞京都北部地域における革新的な中間組織として、行政や他の先進的

な中間組織等と連携・協働しながら、京都北部の社会的な課題を解決していくことを目指す 

②＜まちづくり推進における役割＞人と人が信頼でつながるネットワークを構築することにより、

丹波・丹後地域のすべての住民がそれぞれの能力に応じ行う地域のための様々な活動を支援する

とともに、地域の見逃されてきた課題に向き合うことで誰もが暮らしやすいまちをつくる 

 

〇ビジョン（実現したい社会） 

すべての人にとっての「暮らしたいまち」の実現 

 

〇コアコンピタンス（私たちの強み） 

①多様な人材と繋がり ②情報発信力（ＩＴ） 

〇クレド（行動指針） 

①他利の精神 ②想像力 ③変革 

〇スローガン 

人×人ネットワーク  

「個」を集結 変革力 変化への適応  

クリエイティブ脳が変革をもたらす   
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2010 年 6月 9日、NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワークを設立して以来、①NPO 法人等ネットワーク構

築・活動支援事業、②人づくり事業、③地域デザイン（収益事業）などを軸に、人と人、団体と団体（NPO、

地域、企業、行政、大学など）のネットワークを構築することにより、京都丹波・丹後地域の活性化を

めざし、活動を始めてから今年度で１３年目を迎えました。 

しかし、２０２０年度から始まったコロナが５類に移行され、ようやく慣れてきた zoom 等オンライン活

用のメリットとデメリットも示され、改めて対面の必要性、交流することの大切さを感じるようになっ

てまいりました。また、災害やスタッフ・関係者のライフイベント（親の介護・葬儀・自身の病など）

による事業への影響も増え始め、どのような状況においても事業を継続する体制づくりの必要性を感じ

た 1年でもありました。 

 

今年度の概要 

コロナへの対応が少しずつ変化していく中で、オンラインの良さを残しつつも対面だからこそ出来るこ

と、効果が見直され始め、新たな交流等のあり方を模索していく一年になりました。昨年度のコロナ禍

での実施事業を振り返りながら、新たに生まれた課題に向き合い、新たなチャレンジを行う年だったよ

うに思います。これまで行ってきた外国人に対する支援については、幸い今年度も助成金を受けること

ができ、「多文化交流・多世代交流」の場として、交流の場を創出することで効果が得られる支援と、出

向いて孤立を防ぎ、傾聴の中で課題を聴き出す支援の２つに分けて、外国人だけでなくひとり親世帯な

ど多様な人たちに向けた事業として実施しました。幸いにも、今年度から福知山市との連携（委託事業

として）が実現し、多文化共生社会に向けた新たな取り組みを始められるようになりました。継続型の

フードバンク事業については、量から質（美味しさ・栄養等）への転換と新たにブックパントリーとし

て小中高生向けの参考書等支援を実施するなど、事業自体を見直しながら“当たり前に生きることを楽

しみ、より豊かな未来が開けるような取り組み”になるよう工夫しました。また、ＨＰに掲載すること

で個人からの寄附も少しずつ増加し、今年度においては企業さまとの連携などにより、定期に寄附をい

ただけるようになり、継続支援がより充実した形で行えるようになりました。これらの取組みによって

外国人や外国にルーツを持つ子どものいる家庭、シングルマザー・シングルファーザー等の家庭、失業

中の単身者、独居の高齢者などに定期的に配布するなかで少しずつ信頼を得て、様々な支援にも繋ぐこ

とが出来るようになりました。一方、より専門性の高い事案に直面することも多くなり、スタッフの能

力の向上と専門家との連携という大きな課題も見えてきました。 

事業の遂行に当たっては、住民や外国人の支援者の方にボランティアやアルバイトとして参加いただけ

たほか、また、福知山社会福祉協議会などに交流の場やフードバンクなどでご協力いただくことができ、

人と繋がる大きな一歩を踏み出せたのではないかと思っています。さらに、農水省や大阪出入国在留管

理局とも一部連携することができ、今後の展開を上手く図っていきたいと思っています。 

 

 

２０２３年度 総括 
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今後の活動 

次年度においては、福知山市との協働事業(委託事業)も二年目に入り、行政との連携を形だけに終わら

せないよう、未来を見据えた事業に育てていきたいと考えています。また、地域をデザインする事業（情

報発信支援）や社会的要因により困難を抱える人たちに対する支援などについても、“コロナが継続する

社会”“円安による物価高騰”などを意識した事業継続のあり方を考えながら、増加する外国人の支援や

高齢者の介護等の問題、子どもの貧困問題、障害のある人の環境整備などを地域の課題としてとらえ、

地域を中心に行政や大学、NPO、企業がそれぞれの役割を果たしつつ、一体となって共に支えあう地域づ

くりを目指していけるような支援が出来ればと考えています。 

また、地域（特に過疎地域）の新たな課題である、情報弱者・IT 弱者への支援の一環として、スマホ講

座やグーグル活用講座などをＩＴ推進者を育成する方法で実施しており、今後もさらに支援体制を整え

ていきたいと思っています。このように、どのような分野においても、私たちＮＰＯは「出来ない理由

ではなく、どう変われば出来るのか」を考えられる組織でありたいと思っています。 

 

財政面について 

様々な活動を行うに当たり、やはり大きな課題は財政面（資金の確保）です。ここ数年は人件費の出る

助成事業が増えては来ましたが、その分そのような事業に応募が集中し、採択が難しいことや、法定福

利費を含めた事務所の維持費等の間接経費に対する予算の確保はさらに難しく、事業を継続するために

は収益事業をおこなわざるを得ず、本来のミッションとのバランスをいかにとっていくかについても考

えざるを得ません。 

さらに、小さなしかも指定管理を持たない中間支援の NPO では、行政からの委託事業や補助金などは難

しく、ともすれば行政と競合してしまうこともある中で、民間の助成を受けられるだけの力をつけるこ

と、さらには他団体にも助成金情報を流すだけでなく、提案できるような力をつけることが重要だと思

っています。幸い、昨年度より 3年間、市の委託事業を受けることが決まっています。 

また、クラウドファンディングなどの新しい資金調達も考えていく必要があると思っています。 

雇用を継続しながら NPO を運営することは確かにとても難しいことですが、その中で生まれる人との

出会いがきっかけとなり、地域に新しい風を

吹かせることが出来るという確かな何かが

見えてきているように思います。 

今年度においても、近畿労働金庫様の笑顔

プラスの寄付先団体を継続していただき、ご

協力を得ながら事業を進めることが出来ま

したこと、そして社会貢献預金（笑顔プラス）

の預金者の皆さまの温かいご支援に感謝し、

地域のために何が出来るか、何が必要かを感

じながらいっそう活動を進めていきたいと

思っています。 
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ＮＰＯ等支援（NPO 法人、自治会、社会福祉法人等） 

 

組織や運営を見直し、それぞれのミッション達成、地域活性化へ 

 

＜概要＞ 

・NPO 等活動団体及び企業、個人事業主等に対する支援事業 

〇個人事業主支援（外国人） 

 外国人の事業助成金申請等の支援（日本語への翻訳・案内など 無償） 

〇法人の手続き等支援 

①人を雇用する場合の基本的注意事項、社会保険、労働保険等手続き（無償） 

②会計・法人税申請等支援（25,000 円）⇒収益事業 

  〇IT 関係の相談・支援 

①パソコン環境の整備（２件 無償） 

②zoom の設定・ライブ配信等支援（2件 無償） 

〇プレゼンター（福知山公立大学） 

 ＮＰＯについて（15,000 円） 

○人・団体・企業・大学・行政等とのネットワークづくり 

内容：フードバンクや外国人支援、防災などの事業を通して、福知山市、福知山社会福祉協議会、

きょうとフードセンター、日本防災士会、農水省、大阪出入国在留管理局、企業など多様な主体

と互いに情報共有、連携していける仕組みづくり、人と人をつなぎ新たな支援の創出などを行っ

ている。 

・災害時連携ＮＰＯ等ネットワーク実行委員会メンバーとしての活動  

活動趣旨 

近年京都府でも増加傾向にある自然災害による被害に対応し、NPO 等が有する高度な専門性や豊富な

現場経験を活かし、被災地で個別具体的かつ中長期的な復興支援活動ができる連絡・派遣の仕組み

「災害時連携ＮＰＯ等ネットワーク」の設立及び充実を図る。 

活動内容 

2023 年度には、8 月の台風 7 号により、福知山市大江町では土砂崩れなどにより内水氾濫で民

家浸水等の被害が発生し、ボランティアセンターには多くのボランティアが支援に駆け付けた。

災害時連携ＮＰＯ等ネットワークでも、今回の災害の様子を現地で調査すると共に、必要な物

資などがないかの聞き取りを行い、経口補水液や水などをお届けした。 

NPO 等団体活動支援事業 
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9 月 30 日には福知山市市民交流プラザにて「水害への備え」のシンポジウムを開催し、福知山

公立大学の大門 大朗准教授による講演のあと、当ＮＰＯからも森田と、日頃から共に外国人支

援を行っている Josephine Taniguchi がパネラーとして参加して、パネルディスカッションが

行われた。また 2024 年 2 月 17 日には 1 月に起きた能登半島地震で自主避難所を立ち上げるな

ど災害支援に当たられた「能登復興ネットワークいやさか」事務局長の森山 奈美氏に講演をし

て頂くと共に「災害時に有効な社会資源について考える」についてパネルディスカッションを

開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題と成果 

今年度は 8 月の福知山市での内水氾濫、1 月の能登半島地震と災害の多い年であった。特に能登半島

地震では多くの避難所が開設されたが、トイレの問題などまだまだ安心・安全な避難所運営には課

題が多かったように感じられる。当ＮＰＯとしてもＨＵＧを使った避難所運営の訓練などを通して

今後も避難所設営や運営の訓練を続け、誰もが安心して避難できるシステムの構築準備を進めてい

きたい。 

 

 

・その他支援事業 

○Web ページ及び Facebook ページによる情報発信 

• Web ページ及び Facebook ページなどに、外国語による発信を実施（試行段階） 

• HP の内容：新事業や事業報告、事業計画などの基本事項、ＮＰＯ関連の法改正等を掲載 

☆HPアドレス：http://www.kyoto-tantan.net/ 

• Facebook ページの内容：ＮＰＯ主催のイベント案内と報告、支援 NPO の情報など日々の話題を中心

に情報発信 

• また、外国人にも情報を提供（現在英語による情報発信に取り組んでいる） 

☆FBページアドレス：https://www.facebook.com/kyototantan  

 

大江町の被害の様子 差し入れた系候補膵液と水 
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〇その他の情報発信 

• 福知山 FM放送 FM 丹波への出演 ２０２３年１１月 18日放送 

• 京都三条ラジオカフェへの出演（zoom）２０２４年３月２９日（金）放送 

 

支援事業全体を通して 

事業成果： 

 当初京都府の受託事業という形で財源を得て行ってきた中間支援事業であるが、時代の要請と共に企

画内容の提案やネットワークづくり、コーディネートなどハブ的機能を主体としたものに変わってき

たが、情報発信支援や会計実務については NPO 法改正後、未だに法人としての責務（所轄庁への報告・

法務局への登記・納税・社会保険加入等）を果たしていない団体も多くみられる。また、ＮＰＯと行

政、企業のあり方が以前とは変わってきており、競合する部分が増え、競争力の問題と共に、役割そ

のものもさらに変わっていかざるを得ない状況にある。今後資金調達の手段として民間の助成金を得

るうえでも事業を継続して行ううえでも、NPO として信用を得るための組織診断・組織改革は必須と

なり、支援事業の重要性は増してきているように思う。 

 また、法改正などに伴う実務を理解されていない NPO 法人も少なくないため、HP などを通して改正

のポイントや実務などを掲載するとともに、相談があれば応じるようにしている。 

 引き続き、府やパートナーシップセンターなど行政機関が行う支援と役割を明確に分け、地域で重要

な活動をされている NPO（自治会なども含む）や社会福祉法人などが十分力を発揮できるよう、受益

者である市民を意識した支援を行っていきたい。 

反省点、改善可能な点、課題など： 

 ここ数年の同様の課題ではあるが、NPO 等支援予算が立てられない中で、今までの支援をどのように

継続していくか、また、これから必要とされる支援をいかに早く察知して実効性あるものにできるか

が大きな課題だと考えている。その中で、NPO などの支援については特に情報発信、助成金・給付金

申請、分析、コーディネートに力を注ぎ、さらには非営利組織の評価を意識した事業展開を考えてい

く必要がある。それでも見過ごされている課題に対しては、京都北部（とりわけ福知山）の未来にと

って必要な事業を自ら創り出すことも考えていかねばならない。その中で、同じ地域の活動団体、Ｎ

ＰＯ法人はもちろんのこと、きょうとＮＰＯセンターなどの協力も得ながら、ＮＰＯ同士の連携やＮ

ＰＯ法人のさらなるレベルアップを目指したい。 
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収益事業 

①収入：175,975 円 

②契約名：ホームページ保守・管理業務委託契約（舞鶴市） 

 契約金：22,000 円（2 月・3 月分） 

 受託期間：２０２４年２月～２０２５年３月まで 

非収益事業 

①事業名：多様な世代・性で支え合う持続可能な過疎地域におけるデジタルコミュニティの創造（安

心安全なデジタル環境づくり助成プログラム TIS×日本 NPO センター協働事業） 

予算（助成額）： 1,985,590 円 

受託期間：２０２３年１０月～２０２４年９月 

１ 事業の趣旨・特徴 

＜事業への想い＞ 

地域（企業）情報やコンテンツをデザインし、京都北部の情報発信力を高め、魅力ある発信を行うこと

により、住みやすい地域をつくり、地域経済の活性化を促す。 

さらに、地域と団体、企業等をつなぎ、コーディネートすることにより、京都北部が一体となった活性

化を進める支援を行う。 

 

＜事業背景＞ 

【京都北部の課題と事業の背景】 

・京都北部は海と山を兼ね備えた素晴らしい地域であるが、地域をデザインする能力、発信する能力の

不足などから、地域自体もその魅力をどのように活かせばよいのかわからず、京都北部の魅力を伝えき

れていない。 

また、企業においては中小零細企業が中心であるため、せっかく情報発信ツールとしてのＨＰを持って

いても、活用・更新されていない、スマホ対応されていないなど、現状に即さないものが多く見受けら

れ、新たな顧客の獲得や有能な人材の確保、他地域への魅力発信がうまくなされていない。 

とりわけ、NPO にあっては HP などの情報発信手段を持たないところも多く、素晴らしい活動をしていて

も、それを利用者などに知ってもらえないケースが数多く見受けられる。 

今回、助成金を得て実施する事業については、過疎地域ではデジタル難民が増加している一方で、過疎

地域だからこそデジタルが必要となる時代が近い将来訪れることに鑑み、持続可能なデジタル活用を推

進していく必要性があるとの思いから応募したものである。 

２ 事業の概要等 

①地元企業・団体応援のためのトータルデザイン 

【特徴】 

情報発信・ネット環境等支援事業 
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ＨＰやＳＮＳをそれぞれの特徴を生かし、うまく活用することで、団体の活動内容や魅力を発信、ある

いは企業の顧客獲得、人材確保等につなげるよう、①コンテンツの内容（何を誰に何のために発信した

いのかなど） ②更新のしやすさ ③ＳＮＳとの連動 ④スマホ対応 ⑤魅力あるデザインを考えて、

利用者・顧客目線のＨＰや FBページ、ロゴ等を作成 

 

【収益事業年度実績】 

〇HP作成・サポート・保守…５団体（38,317 円） 

〇ホームページ保守・管理業務（舞鶴市）…（22,000 円） 

〇HP・フェイスブックページ更新指導・補助…4件（無償） 

○名刺・封筒（年間サポート含む）…1企業 126,258 円 １事業主（8,000 円） 

〇絵葉書販売…綾部商工会議所（400 円） 

〇ラミネート加工（300 円） 

〇米販売情報発信（2,700 円） 

合計 197,975 円 

 

【非収益事業】 

〇地域における ICT 推進者の養成 

方法：地域の中に多様な性・世代の ICT 推進者数名を、講座等を通して養成する。 

対象地域：中六人部地域 

内容： 

（講座及びアンケート・ワークショップ） 

第一回…ICT 基礎知識 

第二回…セキュリティについて 

第三回…Google WorkSpace を例としたセキュリティ 

第四回…Google WorkSpace を使ってみよう！！ 

※毎月 1回程度実施予定 

 地域の人向けアンケート（デジタルと紙ベース、聞き取りをミックスで） 

 

＜写真等＞ 

 

  

講座の様子 アンケートもデジタルで練習 レジュメの一部分 
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３ 事業体制 

運営スタッフ（常勤）…2名 

ＩＴスタッフ（非常勤）…１名 

４ 事業の成果と課題 

予定していた新規のホームページ作製は延期になったが、既存のホームページ更新作業などの支援を行

ってきた。また今年度末から舞鶴市のホームページ保守・管理業務の委託を受けている。 

１０月から実施している地域における ICT 推進者の養成については、地域の特性にあったものとなるよ

う、地域の声を大事に実施していきたい。 

コロナ禍以降での情報発信としてＺＯＯＭとＹｏｕＴｕｂｅによる中継やアーカイブなど新たな情報発

信方法も求められてきており、情報発信のあり方が変わってきている事にも対応していきたい。 
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貧困世帯サポート事業・多文化共生事業関連  

事業名：①生活困難者へのフードパントリー事業（赤い羽根社協）２０２３年６月～２０２４年３月 

②ブックサンタ事業（ＮＰＯ法人チャリティ・サンタ様との協働事業）２０２３年１２月 ③株式会社

さとう様からの継続ご寄附・おてらおやつクラブへの登録による継続ご寄附 ④赤い羽根事業（外国に

ルーツがある人への支援・居場所を失った人への緊急活動）関連 

助成金額等：①150,000 円 ②チャリティ・サンタ様をとおしてクリスマス時に絵本等４８冊を寄附して

いただき、ひとり親家庭等に配布 ③株式会社さとう様からは２０２４年１月１５日より毎週月曜日に

バザールタウンで受け渡し おてらおやつクラブは不定期に全国の様々なお寺様よりご寄附 

※ 地元社協や地域の人たちからの食料、生活用品等の寄附あり 

１ 事業の趣旨 

＜背景＞ 

コロナ感染の影響と円安等により物価が上昇し、ひとり親家庭、高齢者や外国人等、社会的弱者がさら

に追い詰められている実情がある。また、公的支援の狭間で支援の受けられない家庭が多いことも分か

ってきた。 

また、ひとり親家庭等のなかには子どもたちに好きな本（絵本）を買ってあげられない家庭もあり、自

分だけの本を持ったことのない子どもたちがたくさんいることも分かった。 

一方で、京都北部・兵庫北部において「フードバンク」として登録している団体等が当 NPO を除き一つ

もないことが分かり、今後支援の必要な家庭が増加することを考えると、支援体制の構築は喫緊の課題

であると思われる。 

＜目的＞ 

①見守りや傾聴を必要とする高齢者やひとり親家庭、外国人（外国にルーツを持つ子どものある家庭を

含む）等に定期的に食料を届けると共に、近況等を傾聴し、場合によっては課題を引き出し、支援を行

う。また、一方的な支援にとどまらず、高齢者の知恵やそれぞれの国の知恵等を教えてもらい、互いに

協力し合える社会を目指す。 

②コロナ禍で大変な思いをしている子どもたちや、生まれた環境のせいで自分だけの本を持ったことの

ない子どもたちに笑顔を届ける。 

③企業や他団体との連携により、継続的な支援を可能にする。 

④フードバンクの活用から学習支援や生活課題、孤独・孤立対策など様々な支援に繋げる。 

 

 

継続型フードパントリー・ブックパントリー事業 

～制度の狭間で生きる人へのサポート～ 
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２ 事業の概要等 

＜事業の内容＞ 

地域の企業や農家、個人などに SNS、HP 等により広く協力を依頼し、米、乾物、野菜などを寄付してい

ただき、必要としている家庭や個人に継続配布し、傾聴等により孤立を防ぐとともに、各家庭、個人が

抱える様々な課題解決に繋げる。今年度からは株式会社さとう様との連携及びおてらおやつクラブへの

登録など、企業や他団体と繋がることにより、安定的な継続支援に繋げている。 

生活用品のほか、チャリティ・サンタ様との連携により絵本や児童書なども寄付の対象とする。 

農林水産省近畿農政局主催のフードバンク情報交換会に参加し、株式会社さとう様との連携に繋がる。 

対象者は、次のとおり 

• 支援を必要とする外国人（外国にルーツを持つ子どものある家庭を含む） 

• ひとり親家庭、子どもの多い世帯、発達障害などの課題を抱える親子 

• 困難な状況を抱える高齢者・障害者、孤立・孤独につながるおひとり様など 

 

＜今年度の寄付回数及び配布回数等＞ 

寄付回数…４４回 

※内訳は個人２３回 社協４回 おてらおやつくらぶ＆地元の寺４回 企業（株式会社さとう）３回 農

事組合・農業者（Ｉターンによる若者）６回 きょうとフードセンター３回 交響プロジェクト１回 

配布先…２３家庭６９名（緊急支援含む） 

※継続支援の家庭には、原則１か月に１回程度傾聴・見守りも兼ねて支援を実施 

 

３ 事業体制 

運営スタッフ（常勤）…2名 （非常勤）…１名 （ボランティア）…２名 

＜連携・協力＞ 

農林水産省近畿農政局、福知山市社会福祉協議会、きょうとフードセンター、ＮＰＯ法人チャリティ・

サンタ、株式会社さとう、ＮＰＯ法人おてらおやつくらぶなど 

４ 事業の成果と課題 

〇寄付していただいた食料等を配布するだけでは、本当に必要としているもの（ニーズ）とにギャップ

があることも多く、助成（補助）事業を活用してリクエストに応じた食料や生活用品を配布した。 

〇市民の方や飲食店、福知山市社会福祉協議会、きょうとフードセンター等から米、パスタ、缶詰、レ

トルト食品、ラーメン、調味料、野菜等、たくさんのご寄附をいただいた。 

〇フィリピン等をルーツに持つ子どものいる家庭、ひとり親家庭、独居の高齢者、孤独・孤立しがちな

単身世帯などに、寄附していただいた米等を配布。（継続配布…１５家庭、緊急配布…８家庭 ブックサ

ンタの活動として 48 人の子どもたちに絵本等を配布） 

〇傾向としては、父子家庭や独身男性からの依頼が増加。失業等短期間の支援。 
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〇コロナ禍で最近伺えなかった家庭にはこちらから配達し、傾聴と課題を聴き出すことにより信頼関係

を築き、今後の支援につなげられた。 

〇フードバンクの活動については、近畿農政局のフードバンク情報交換会が開催されるなど、物価高騰

等における活動の一つとして注目されていることがうかがえる。 

〇フードバンク事業の課題としては、今後のコロナや円安等の状況がどのように変化し、それに対応で

きるだけの供給や支援体制が取れるかどうかということ。多様な課題解決のために、連携先を広げてい

くこと。 

〇課題を抱える人、親子など様々なツールによる、様々な人を対象とした居場所がたくさんあることが

重要であると感じた。そのためには、子ども食堂などを実施されている団体、日本語教室を実施してい

る団体等とも話し合う場、協力し合える事項を作っていくことが必要である。 

 

＜写真＞ 

 

 

 

農家さんなどから 若い農業者の方から おてらおやつくらぶ様から 

  

 

個人の支援者の方から きょうとフードセンターから 株式会社さとう様から 
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チャリティサンタ様を通じて 早速読み始める子どもたち サンタさんへのお手紙 

 

＜寄せられたメッセージ、訴え、エピソード＞ 

母親がパニック障害で、祖母が子どもたちを育てているご家庭です。 

数年前、祖父が自死、生活も苦しい中で頑張っておられ、普段は食料

等の支援をしています。今回のブックサンタさんからご寄附いただい

た恐竜の絵本などをお渡ししましたところ、祖母の方からお礼のメー

ルを頂戴しました。 

「先日は色々と有難う御座いました。 

２年生の孫は恐竜が大好きで亡くなったおじいさんといつも恐竜で

遊んでいたので、おじいちゃんを思い出すと言って少し涙ぐんでおり

ました。『サンタさんがおじいちゃんの代わりにプレゼントを持って

来てくれたんかな？』と…。今年は皆様に助けて頂き本当に感謝して

います。有難う御座いました。良いお年をお迎え下さいね。」 

サンタさんへ 

クリスマスに私と弟にプレゼントをく

れてありがとうございました(^○^) 

 

とてもうれしかっ

たです！！ 

 

弟といっしょにき

ょうりゅうの本で

遊べて楽しかった

です♪♪ 

 

祖母が子どもたちを育てている家庭から 子どもたちからサンタさんへ 

 

＜株式会社さとう様との連携 両丹日日ネットニュースより＞  
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事業名：①連携によってきめ細やかな支援と共生を実現するための事業（中央共同募金会助成）２０２

２年１０月～２０２３年９月（前年度より継続）②福知山市提案型公共サービス民営化制度～福知山市

国際交流事業運営業務～（福知山市委託事業）２０２３年～２０２４年３月 ③外国ルーツの親子と地

域住民が互いを知り理解することから始める共生事業（中央共同募金会助成）２０２３年１０月～２０

２４年９月（次年度へ継続） 

予算額： ①2,690,000 円 ②1,600,000 円 ③900,000 円 

※多文化共生事業は、皆様からのご寄附により、中央共同募金 外国にルーツがある人々への支援活動応援助成事業の助

成を受けて活動しています  

１ 事業の趣旨 

＜活動（事業）に取り組む背景＞ 

外国人、外国ルーツの人たちが抱える課題は、コロナ禍と円安の影響等によりますます深刻で複雑なも

のになってきており、今後増加が見込まれる外国ルーツの人々を継続的包括的に支援していくためには、

多様な人、組織との連携及び地域住民等の理解が必要である。 

 

＜活動の目的と課題＞ 

○目的 

外国にルーツのある人がそれによって差別を受けることなく、安心して安全に暮らせる地域にすること。

他の住民との関わりにおいて、言語や文化等の違いが壁ではなく強みや誇りになり、互いが協力し合え

るような地域にしていくこと。多文化共生社会の実現をまちづくりの一環として考え、その実現のため

の仕組みづくりを行うこと。 

コロナ禍において、外国籍、外国ルーツのある人などが孤立することを防ぎ、経済的にも精神的にも困

窮することのないよう緊急的な支援を行うこと。 

○課題 

 コロナ禍における居場所・相談の機会を創る 

 地域で暮らす様々な人たちとの交流の場を創る 

 貧困による教育の遅れ、食・病等の不安、情報、生活の様々な場面での支援（救急車を呼ぶ、警察に

連絡、銀行、病院など）、自然災害の際の対応への支援 

 多様な人が支える、多角的・総合的・長期的な支援体制の確立 

 多文化共生社会の実現 

２ 事業の概要等 

＜交流の場づくり＞ 

 

多文化共生事業 
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〇お花見交流会 

４月１日（土） 

参加者１１名 フィリピンの家族など 

ヒロコクッキングスクールでお花見弁当を作り、お城でお花見 

（写真） 

  

 

 

 

お姉ちゃんと一緒 お花見弁当 お城の下で 会話が弾む ちらし 

 

〇ハーブを楽しもう！！＆英語カフェ（長瀬ハーブ園オーナーとのコラボ企画） 

７月１７日 

参加者：24 名（イギリス、フィリピン、ナイジェリア、ミャンマーなど） 

バタフライピーというハーブを摘んでハーブティーを作り、みんなでおしゃべり。 

写真 

 

 

  

バタフライピーの摘み

取り 

お茶にするよ 綺麗な色 イェーイ！！ 

 

〇意見交換と盆踊りの練習（日本文化を知ってもらう） 

７月２０日  

• 福知山市まちづくり推進課と多文化共生のまちづくり実現の意見交換 

• 海外から日本へ移住し、出産・育児を経験され、大学で英語学やジェ

ンダー等について教えてこられたアメリカ女性（メアリー野口）から、

外国ルーツ支援の課題とアドバイスをいただき、今後の活動の協力の

申し出を受ける 

• 福知山盆踊りの歴史を写真で振り返り、他国の同じような文化につい
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て話を聴く。その後、１５日に行われる福知山踊りの大会参加にむけてみんなで練習をする。 

ボランティアで三味線を弾いてくれる方も参加いただき、楽しい時間となった。 

参加者は１５名（この日はフィリピンルーツの方が中心） 

８月１０日 

• １５日に行われる福知山踊りの大会参加にむけてみんなで練習をする。 

ボランティアで三味線を弾いてくれる方も参加いただき、全員上手く踊れるようになった。 

当日の着付けについて、着物や下駄の必要枚数を含め、着付けの依頼数等を把握。着付けをこの機

会に教えてもらいたいとの要望もあり、検討。参加者は 11 名 （福知山重工のベトナム人技能実習

生も参加） 

 

＜文化講座＞ 

〇カレンの文化講座 フィリピン編 

 ７月２７日  

簡単な英語でフィリピンの文化を紹介してもらう 

講師：Josephine 

参加者：１０名 

 

〇ピースさんの文化講座 ナイジェリア編 

８月２８日  

参加者：１６名（スタッフ等含む） 

小学校・中学校で英語の補助教師をされているだけあって、とても分

かりやすく、みんなが楽しめるような工夫をしてもらった。 

食、遊び、生活、経済、紛争など様々な話を聴くことが出来た。 

また、実際にナイジェリアのお金で食材を買う練習もさせてもらった。 

 

〇ゲーリーのたんたん文化講座 アメリカ編 

９月４日  

１２名（講師含む） 

オハイオ州のことを簡単な英語とクイズで学んだ。 

今回の参加者のほとんどが英語の堪能な方が多かったため、簡単な英語というよりはかなり複雑な内容

の会話もされていたように感じた。 

文化講座が単なる他国の文化を知る講座に終わることなく、多文化共生を目的としたものであることを

伝え、共生の取組みにも理解を得られたように思う。 

 

〇ヴィクトリアのたんたん文化講座 イギリス編 

9 月 8 日  

１７名（講師含む） 

カテゴリーごとにイギリスのことを学ぶ 
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（写真） 

   

 

フィリピン（カレン） ナイジェリア（ピース） オハイオ（ゲーリー） イギリス（ヴィクトリア） 

 

〇たんたんデイキャンプ 

実施日 8 月 20 日 

参加者 37 名 スタッフ 8 名 外部スタッフ 4 名  合計 49 名 

 

（概要と振り返り） 

• 現地集合後、本日のデイキャンプのルールと注意点を説明した。今回は特に皆で準備をして皆で片

づけること、そしてゴミ一つ残さないようにすることを強調して伝えた。また 8 月後半ではあるが

猛暑が続いている為に熱中症にも十分に気をつけてもらうように話した。昨年の反省を活かして今

回は水と氷は余分に準備しておいた。 

• 昨年も好評だった川遊びは今年も子どもたちを中心に大好評で「冷たい」と言いながらも川に入り、

網で小魚を捕まえたり、頭まで水に浸かって楽しそうに遊ぶ姿が見られた。また体育館ではバスケ

ットや卓球などおもいおもいに遊び、大人たちも共通の言語である英語を使って大声で笑いながら

話す姿を見ることができた。他にもシャボン玉や輪投げ、あてものなどを用意していただけ、あち

こちで日本人も外国人も外国をルーツに持つ子どもたちも国籍や言語に関係なく楽しむ姿をみるこ

とができた。 

• ＢＢＱの準備ではそれぞれが自分たちでやること出来ることを見つけ、手分けして準備を進め、昨

年と違い、ずっと椅子に座って待っている人はおらず、協働して進める姿を見ることができた。 

• これからも、支援をする、支援をされる関係では無く、一緒に取り組む、一緒に楽しむという方向

で進めていきたい。 
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（写真と記事） 

 

  

両丹日日新聞掲載 川遊び 準備もみんなで 

   

三人揃って 子供たちはあてモノに夢中 ＢＢＱのお楽しみ 

  

 

恒例の花火タイム みんなで仲良く ちらし（英語バージョンあり） 
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〇Halo-halo 交流会 

９月１６日 

 参加者３２名（スタッフを含む） 

※ フィリピン出身者、アメリカ出身者、日系ボリビア人などの外国人

を始め、地元の高校生３名（国際交流のサークルを作っている高校１年生）、

子どもが外国ルーツである人数名、市役所から４名（まちづくり推進課２名、

社会福祉課１名、秘書広報課１名）、外国ルーツの中学生、その中学の先生、

外国人支援を行っている人など多様な参加者 

 

第一部…メアリー野口氏による講演 

～外国にルーツを持つ子どもたちのアイデンティティと言語～ 

ご自身の経験と大学における研究をもとに、外国ルーツの子どもたちが外国人で

ある母親（あるいは父親）の言語を継承することの意味や成長する過程での壁（敷居）、そのサポートな

どについてお話しいただく。 

４人の外国にルーツを持つ子育て経験者によるパネルディスカッション 

京都府立大学の鈴木暁子先生にファシリテートをお願いし、日本における子育ての難しさ、良かった点

などについてディスカッションを行う。（通訳にはジョセフィン谷口） 

パネリスト：フィリピン出身のひとり親世帯、ドイツ人をパートナーに持つ女性、日系ボリビア人など 

 

第二部・第三部…フィリピンの halo halo とスペインが発祥とされるコーンスターチプリンをみんなで作

って意見交換 

※ いつもは誰ともしゃべろうとしない外国ルーツの中学生が、参加者の高校生や帰国子女の経験を

持つ人などと楽しそうに会話をしていた。同じ境遇で子育てをしている人たちや先生がそれぞれ

繋がりラインを交換するなどの姿があちらこちらで見られた。一緒に協力してお菓子作りをする

中で、言葉の壁を超えて協力し合う姿がとても素晴らしかった。 

※ フィリピン出身の３人が halo halo の準備から指導までを楽しそうにしていてくれたことや、日

系ボリビアの人が以前良く作ったというコーンスターチプリンのつくり方をみんなに教えてく

れていたことなど、様々な人が協力してくれて、とても有意義な時間になったと思う。 

※ 講師のメアリーさんやファシリを務めてくれた鈴木先生が、今後のアドバイスをくれたり、お二

人で何かを一緒にする約束をされるなど、次の展開についても話し合うことが出来た。 

アドバイス：小中高校の教育に携わる人たちに対して、外国ルーツの子どもたちへの関わり方、

支援などを学んでいただく。 

 

（ＳＮＳより） 

Thank you so much for halo halo and other sweets you must have spend so much time for 

preparation. Say thank you to your friends too  
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（写真） 

 

〇国際スポーツ交流会 ～みんなでボッチャを楽しもう～ 

１０月２９日  

参加者：１２名（申込み１４名）外国人６名（アメリカ・ボリビア・ベトナム・アイルランドなど） 

場所：日新地域公民館 

４チーム（１チーム３名）に分かれて総当たり戦 

（振り返り） 

• 準備はスタッフで行ったが、片づけはモップ掛けなどを全員で実施 

• ボッチャは年齢・性別・国籍等に関係なく、誰でも参加しやすい競技であり、次年度以降も継続す

る意味があると思う。 

• ハロウィンパーティーと重なったこともあり、参加者は少なかったが、充実した時間になった。 

• 次年度は時期を少しずらした方が良い 

• 前回参加のあった成美高校の留学生や福知山高校の高校生にも声をかけたが、参加申し込みはなか

った。 

• 学生等が参加しやすい時間帯、方法等を検討したい。 

（写真） 

  

  

言語が違っても大丈夫 スポーツ最高！ 

ボッチャ楽しい！！ 
ちらし日本語パージョン ちらし英語バージョン 
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〇三栄ブロイラー様との自転車教室 

１１月２９日 

参加者：ベトナム人４０名、所長？市役所から自転車指導２名、スタ

ッフ４名（片岡、河田、森田、東家） 

クイズ形式で、道交法の解説や自転車の乗り方等を指導 

その後実践も行うなど、とても楽しく、分かりやすい指導だった。 

 

（振り返り） 

• 参加者の多くがサンダルなどで参加 

• 帰るときは道路を斜め横断するなど、せっかくの教室が生かされていない結果だったが、このよう

な教室を繰り返し行うことで少しずつ改善していくというアドバイスをいただいた。 

• その後、長田野の辺りで夕方の薄暗い中、車道を無灯火で走る外国人の労働者数名に出合う。 

• 自転車を乗る場合の注意事項などを分かりやすく伝える取組みは今後も必要と感じた。 

 

〇ジェンダーギャップ講演会 

～アメリカ人女性と共にジェンダーを考えてみましょう！ 

１２月１７日  

参加人数…講師共に１５名 

内容… 

＜野口メアリーさんによる講演＞ 

男性の好むもの、女性の好むもの等を先入観で決めつけている現状、各国の意識の違い、教育はどうあ

るべきかなどについてお話しいただいた。 

＜座談会；「ジェンダー」について考えよう＞ 

（振り返り） 

• それぞれがそれぞれの立場で感じる「ジェンダ

ー」を発言し、話し合った。 

• 生きてきた環境、（嫁ぎ先、出逢った人など）に

より左右される部分が多く、人によって全く考

え方が違うということ、他者の考え方を聞いて

どう感じ、どのようにしていきたいかなど様々

な意見が出た。 

• 愚痴や日頃話せないことを言い合えるこのよう

な場をまた作ってほしいという要望があった。 

• 残念なことは、男性が一人しかいなかったこと。 

• 男性側の言い分も多々あると思うし、世代によっても考え方が大きく異なるのではないかという意

見もあった。 

• 今後は仕事とジェンダーについても実施してみたい 

•  

 

 

実際に乗ってみよう！！ 

 

 

講演の様子 ちらし 
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〇ワールドクリスマス２０２３ 

日時：１２月２３日 

場所：福知山市総合福祉会館３階 

＜内容＞ 

11：30 スタッフ集合、飾り付け等準備 

13：00 ギター演奏（地元有志）＆クリスマスソング We wish you a 

Merry Christmas（子どもたち） 

14：00 クリスマスのアイシングクッキーをデコしよう＆お食事タイム 

15：00 ゲーム（フルーツバスケット・スノーマン） 

サンタさんからプレゼント 

16：00 集合写真＆みんなで片付け 

参加者：９７名 

内訳 

外国人＆外国ルーツ ２９人 

子ども 20 未満 ４１人 

留学生＆技能実習生 ５人 

記者 １人 

• 定員５０名としていたところ、１０日前に日本人の方々からすでに６０名近い申し込みがあり、日

本人参加申込みを止めた。次回以降の反省点である。 

• 当日参加の人も含め、９７名の参加者。会場に入りきるかどうかの不安があったものの、椅子の配

置などを工夫することでうまくいった。 

• 予算的には５０名超の食材しか用意できず、最初のあいさつで分け合って食べていただくようにお

願いしたものの、食べ物、飲み物、アイシングクッキーの材料などが不足だったことは否めない。 

• 両丹日日の取材あり。後日、ラサンカからも取材させていただきたいと思っていたが、連絡が取れ

なかった旨の連絡あり 

• 早くに来ていただいた方から準備を手伝っていただき、終りは全員で片付ける等、参加者の方に協

力していただきながら終えることが出来た。 

• 一部の方から飲み物が足りない、順番に並ばせるなどしてほしいという要望があったが、今後のこ

とを見据えたとき、スタッフがすべてを準備し運営していくことは難しく、当 NPO のイベントは参

加者も含めた工夫と協力で成り立っていることを伝えた。 

• 留学生や子どもたちはとても楽しかったと伝えてくれた。また、ほとんどの保護者が感謝の気持ち

を伝えてくれた。 

• 裏方に徹してくれた人、司会（英語と日本語で）をしてくれた人、サンタ役を買って出てくれた外

国人、ギター等でクリスマスソングを演奏してくれた人たち、サンタの帽子をかぶりクリスマスソ

ングを歌ってくれた子どもたち…、たくさんの人たちの協力があって、イベントが作られていく楽

しさを実感できた。 

 

 

両丹日日の記事より 



25 

 

（写真・チラシ・記事） 

    

各国料理がいっぱい ギター演奏 子どもたちの歌 外国人に質問！！ 

    

留学生にも質問！！ アイシングクッキー スノーマンに挑戦 上手に出来たよ 

    

サンタさんから 集合写真 ちらし英語バージョン ちらし日本語 

 

＜事案検討＞  

①病気になり失業した人の障害申請、社会保険関係、年金受給等手続きについて 

②ひとり親家庭の支援の変化について 

③雇用打ち切りや派遣切りが相次いでおり、厳しい生活を余儀なくされている家庭が増加 

栗園などでのアルバイトで凌いでいる。 

④多言語での病院対応の状況及び市役所の対応、金融機関での実態等について 

ルネスにおいては英語・タガログ語の出来る看護師（フィリピンの外国ルーツの子どもさん）が４名在

籍。福知山市民病院ではあまりいない。また、問診票の英語版等が未だない。医師に詳細な病状を伝え

る際、とても時間がかかる。英語で書いていったものを見せることもあるが、それの日本語訳が分から

ずどちらにしても対応できていない。厚生労働省のＨＰには部位ごとの問診票が多言語で掲載してある。 

などの状況を把握 

⇒１２月２６日 第一回目 市民病院との意見交換（フィリピン２名、アメリカ１名の方を交えて、困

りごとなどを伝える）荒川議員の仲介による 

 

＜企業の技能実習生に向けた連携＞ 

• 三栄ブロイラー…技能実習生等を雇用する中での課題を聴かせていただく 

• 他、長田野工業センターに所属する企業へのアンケートなど 

＜行政等との連携推進＞ 
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• 福知山市（まちづくり推進課・デジタル政策推進課）等との連携 

• 地元社協との連携 

• 近畿農政局・京都府総合政策環境部循環型社会推進課との連携 

• 大阪出入国在留管理局との連携 

 

＜情報発信＞ 

各国語での情報発信を試してみたなかで、有効だったのは外国人がよく見ているＳＮＳへ発信し続ける

こと 

課題としては、ベトナム語での発信に今後力 

を入れる必要がある 
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事業名：何らかの理由で社会から孤立し、もしくは孤独を感じている人たちにそれぞれの「心の居場所」

を創る事業 ２０２３年１０月～２０２４年４月 

予算（助成額）： 1,400,000 円 

 

１ 事業の趣旨 

＜事業の背景＞ 

2020 年の国勢調査によれば、日本の総世帯に占める単身世帯の割合は 38％となり、5年前に比べて 3.4%

増加した。今後ますます増加するであろう単身世帯に対して、公的な支援が追い付いていない実態があ

る。 

そんな中、コロナ禍で、〝生きづらさ、孤独・孤立〟の課題を抱え、繋がれない、繋がりたくない単身

者、いわゆる「おひとりさま」が増加し、様々な面で社会問題となってきている。 

＜目的と課題＞ 

きちんとつながり、「助けて」と言える社会にするため、〝生きづらさ、孤独・孤立〟している人びとに

まずは声をかけ、きっかけをつくり、寄り添い、本質的な課題をつきとめ、求めているニーズに応えて

いく体制を構築していくことである。 

これまではひとり親家庭、外国ルーツの子どものいる家庭を中心にフードバンク事業を展開してい

たが、一人暮らしと思われる人からの緊急支援の要請が多くなり、経済的支援だけでなく誰かと繋

がりたい、聞いてほしいという欲求の表れではないかと感じるようになった。 

一方で、交流会などに誘ってみても大勢が集まる場に参加することを苦手に感じる人も多く、その

ような人こそ孤独・孤立に陥りやすいため、つながるきっかけを様々な形で作ることが必要ではな

いかと思い、単親世帯のこころの居場所を創る事業として応募することにした。 

２ 事業の概要等 

＜事業内容＞ 

1. 事業へのアドバイス及び評価 

事業の始めに、この問題に関心を持ち、取り組んでいる方から先進事例や事業に対するアドバイスをい

ただいた。 

〇専門家アドバイス１（ＮＰＯ法人みんなの後見きょうと成年後見相談所 代表理事戸部田様 専任ア

ドバイザー内藤様） 

•成年後見及び任意後見の制度内容と現状について 

•京都府及び福知山市での後見制度利用状況と課題について 

•いわゆるおひとりさまの想定利用内容及び課題について 

•今後の連携等について 

 

居場所づくり事業 
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〇専門家アドバイス２（DVGs ラボ（多様な目標の設計 Designs of Various Goals）坂本様 きょうと

ＮＰＯセンター平尾様） 

ＤＶ被害者の再起、自立に向けての経済的・精神的・環境的な支援を通して、孤独・孤立状態に陥るこ

となくそれぞれにあった多様な支援をどのように実施していったかについての実践事例をお話しいただ

き、今回の事業についてのアドバイス等をいただいた。 

また、その際の中間支援的な役割について、平尾様からアドバイスをいただいた。 

2. 連携先の創出 

孤立・孤独に対する取組みを行うにあたって、先入観を捨てて幅広い視野のもと実施したいと考え、料

理、終活、相続、資産運用、おひとり様支援の研究者など様々な専門家などを連携することにより、孤

立・孤独を抱える人たちが何を望んでいるのか、どのようなアプローチが必要かなどを探っていくこと

にした。 

＜繋がりのきっかけづくり＞ 

3. フードバンク 

ひとり親家庭、何らかの事情を抱える家庭、単身世帯などへの食料等配布を通したきっかけづくり。 

今年度はフードバンクの対象を一人暮らしあるいは介護等により孤立・孤独の状態にある人まで範囲を

広げ、食料の配布のみならず、話をしにくるだけという人も気軽に立ち寄れる場作りを行ってきた。 

食材等の配布方法は原則①取りに来られること ②配布する場合は福知山市内 を原則としているが、

福知山以外の北部の市町村にはフードバンクを継続的に行なっているところが少ないため、他市の対象

者には宅急便等による配布方法も行っている。 

 

4. ちょこっと居場所づくり 

上記３に関連してフードバンク＋α（ただ来るだけでもいいよ）の場を作った。こちらから出向く場合

も含め、食料などを取りに来た人だけでなく、親やパートナーなどを介護中の人や父子家庭・母子家庭

の人、相続等の手続きを一人で行わなければならなくなった人等、様々な人が来てくれるようになった。

（傾聴・相談の場から居場所へ） 

現在、毎月１０名程度の方が訪れている。 

 

5. 食事をきっかけにした居場所づくり（３回） 

 地元の料理教室の先生と連携して、一人暮らしで偏りがちな栄養と美味しさ、節約を考えた料理

を教えていただき、みんなで食事をするイベントを実施。 

 ①炊き込みご飯３種＆お味噌汁 ②かんたんおせち ③豚まん・あんまん、コーンスープ 

 食事をみんなで作り、みんなで食べるという喜びを感じていただけたと思う。 

 

不安解消のための取組み 

6. お一人様講座（３回） 

 おひとりさまの不安に向き合う講座 

お寺で終活座談会～おひとりさま プレおひとりさまの終活～ 

お墓や仏壇など親兄弟が亡くなったあとのこと、おひとりさまである自分が亡くなったときのこ
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となどを住職から教えていただきながらみんなで語り合い、自分の生き方を見直すきっかけにする。 

 おひとりさまの今後のライフプラン（お金の問題も）を考える講座 

おひとり様支援～将来のライフイベントに備える～  

２０２４年２月２２日（木）３月９日（土）２回開催 

介護やひとりであること等により自分自身の生き方やライフプランを考える余裕がなく過ごして

きた人たちに、資産形成も含めたライフプラン、生き方（生き甲斐）の見直しに繋げるための講

座を実施。 

 おひとり様が抱える終活（相続・後見人など）の課題に向き合う講座 

※ 講座の参加者同士でおしゃべりが出来るきっかけづくりを兼ねる 

※ ここでいう「おひとりさま」は、単身世帯（身寄りのない人）はもちろん、介護や子育てなど様々

な理由で孤独を感じている人、健康等の理由で社会と繋がりが出来ない人等を含みます。 

 

   

お寺で終活 ヒロコ先生の料理教室 ライフプラン 投資  

   

ちらし ちらし ちらし 

 

＜振り返り＞ 

• 今年度の振り返りと次年度へどのように繋げていくか 

• おひとりさまという言葉の使い方⇒もう少しポジティブな言葉に言い換える 
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• 対象範囲をどうするか⇒京都北部を対象 

• 連携団体を増やし、当 NPO はハブの役割をはたす 

• 法的な部分については連携団体を紹介 

• 交流会を北部の各地で開催 

• NPO で最先端の取組みを行っているところに視察に行く 
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事業名：①ゲームで学ぶ誰もが安心して避難できる避難所運営の実践 ２０２３年８月～２０２４年７

月（次年度へ継続） ②ゲームを使って誰もが参加できる避難所運営訓練実施事業（共同募金）２０２

２年４月～２０２３年３月 

予算（助成額）： ①380,000 円 ②108,000 円 

１ 事業の趣旨 

＜事業の背景＞ 

福知山は水害の多い地域であり、毎年のように大規模な水害に見舞われる。その中で、これまで NPO や

自治会に対する BCP 策定の支援や研修・訓練の支援、外国人への防災研修等を実施してきた。また、南

海トラフ等を含む大災害を想定した廃校を活用した避難所の設営モデルを地域と共に構築すべく、実証

実験を行った。 

今回の事業では、それを他地域に広めるため、ゲームの要素を取り入れ、避難所運営を学んでもらう取

り組みを実施することとした。 

能登半島地震では、過疎地の被災、日本海側での被災など、多くの要素が重なり、甚大な被害に及び、

復旧も遅れている。そんな中で、いかに（個人レベル、家庭、地域、都道府県、国それぞれ）備えをし

ておくか、避難所設営・運営を意識した防災訓練を行っておくかなど、たくさんの課題が見えた。 

その課題も想定し、避難所運営ゲームを避難所に指定されている 2か所の地域で実施することとした。 

２ 事業の概要等 

＜事業内容＞ 

①実際に避難所運営ゲームを実践したことがある防災士と共に、スタッフで実際にゲームを実施し、

課題等を話し合い、効果的な参加者の世代等の構成や、準備することなどについて事前学習を行う。 

今回の事前学習では、福知山公立大学の大門先生にも参加していただき、アドバイスをいただきな

がら実施することが出来た。大門先生は前日まで能登半島で調査を行っておられ、現場の様子など

も聞きながらの実施となった。 

②実際に避難所運営ゲームを実施する自治会等に対して、事前の打ち合わせを行い避難所運営ゲー

ムに対しての理解を促進する。 

④自治会等の多様な主体の人に集まってもらい、実際に避難所運営ゲームを実施してもらい、安心・

安全な避難所を運営するためのノウハウを取得してもらう。また、参加者からは聞き取りを実施す

る。 

⑤２回のゲームが終了したら、振り返りとして防災士と共に課題や成果を共有し、報告書にまとめ

る。 

 

 

 

防災支援・避難所設営（運営） 
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＜写真等＞ 

   

避難所運営ゲームの説明 川合１チーム 図面 

  
 

中六２チーム 福知山市危機管理室からも参加 子ども・外国人用のゲーム 

 

＜振り返り＞ 

（ゲームに参加した感想、意見） 

 避難所運営ゲームを通して、様々な気付きを得ることが出来た。 

 ゲームでさえこれほど大変なのに、実際の対応はさらに難しくなる。それを考えると、普段から様々

な準備を行う必要がある。 

 特に、受付は数名で対応する必要がある。 

 

（防災士と事務局による振り返り） 

 ゲームの後のフォローの時間をもう少し設ける必要がある。 

 避難所運営にあたっては、自治会レベルで考えておくべきことと、自治体への提言の２つが必要。 

 避難所運営ゲームは、実際にやってみるととてもたくさんの気づきがあるが、防災意識に乏しい地

域においては、「参加者が集まらない」等の理由もあり、実施が難しい現状がある。 

 外国人や子どもなど多様な人たちを交えた避難所運営ゲームの実施も考えたい。 

給付金等制度の活用（総額：150,000 円） 

＜福知山市＞ 

福知山市中小事業者物価高騰等緊急支援金…150,000 円 

給付金関連 
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会員・寄付金（前年度） 

正会員（１口 1,000 円）１８名 １２０００円 

寄附 1,707,608 円（うち 近畿労働金庫笑顔プラスによる寄附 214,604 円 その他 1,493,004 円） 

 

会議の開催 

＜理事会の開催＞ 

第一回 

１ 日 時  令和５年１２月１６日 午後６時００分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階（zoom 参加有） 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 １０人 監事２人中 出席者２人 

４ 審議事項 

 議題 ２０２３年度中間事業報告及び予算執行状況について 

 

第二回 

１ 日 時  令和６年３月２７日 午後６時００分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階（zoom 参加有） 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 １０人 監事２人中 出席者２人 

４ 審議事項 

 第１号議案 事業計画 

 第２号議案 活動予算 

その他議題 総会の議決を要しない会務の執行等に関する事項について（資金調達、方向性等） 

第三回 

１ 日 時  令和６年５月２３日 ①午後７時００分 ②午後７時４５分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階 

３ 出席者数   総理事数１０人中 出席者 ９人 監事２人中 出席者１人 

４ ①審議事項 

 第１号議案 ２０２３年度事業報告 決算案について 

 第２号議案 役員改選について（案） 

 第３号議案 通常総会議案承認および召集の件 

  

５ ②役員互選（通常総会後） 

 

通常総会の開催 

１ 日 時  令和６年５月２３日 午後７時３０分 

２ 場 所  福知山市昭和町 77番地 谷本ビル 1階 

NPO 法人 京都丹波・丹後ネットワーク組織概要 
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３ 出席者数   総会員数１８人中 出席者 １０名  書面議決２名 

４ 審議事項 

 第１号議案 ２０２３年度事業報告・収支報告 決算について 

 第２号議案 役員の任期満了における役員選任及び解任について 

 第３号議案 ２０２４年度事業計画及び予算の説明等について 

 

 

２０２４年度事務局体制 

当 NPO の副理事長及び理事１名が通年勤務。臨時の業務等がある場合、理事２名が応援。また、必要

あるときはアルバイトを雇用（又は他の理事・会員によるボランティア）。 


